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　通所付き添いサポートは、自力外出が難しくなった
方が、地域との交わりが途絶えてしまわないように
支援する活動です。
　利用申し込みは、社協　☎３６－６３６３

　奈義町でも、コロナウイルス感染予防対策で「地域サロン」や「いきいき百歳体操」
の通いの場のお休みが続くと、高齢者の閉じこもり状態が続き、このことがきっかけ
で要介護状態になられた方が増えてきています。「できるだけ要介護状態にならずに、
人生を終えたい」ということは、高齢者一人一人の願いです。私たち「なぎサポ」は通所
付添サポーター（誘い出し・身支度準備・見守り・送迎）・入浴見守りサポーターとして、
「入浴通所」「地域サロン」などの通いの場への外出のお手伝いをしています。

外出は介護予防！



３月15日に開催された理事会と３月24日に開催された評議員会において、令和３年度
奈義町社会福祉協議会事業計画及び収支予算が慎重に審議され、承認されましたのでその
概要をお知らせします。

平成28年度に社会福祉法が改正され、その目的である地域福祉の推進のために、社会福
祉事業の中心的役割を果たすとともに、地域における公益的な取り組みを積極的に推進す
ると規定されました。
こうしたなか、奈義町社会福祉協議会では、地域福祉の推進を使命として、町民主体の基
本理念に基づき、地域住民、ボランティア、福祉委員、民生委員・児童委員、保健、福祉、医療、
介護、行政などの関係機関とより一層連携を図りながら、「住み慣れた地域で最期まで安心
して暮らせる地域社会の実現」を目指した活動を推進してまいります。
平成31年度に策定した、奈義町社会福祉協議会地域福祉活動計画に基づき、これまでの
各種事業の実施に加え、小地域ケア会議の実施など更なる地域福祉活動の推進を図る取り
組みを行います。
また、令和２年度より社会福祉協議会事務所を保健相談センター内に移転し、地域包括
支援センターの受託運営、指定訪問介護事業所を開設しており、これらの事業実施に加え、
更なる行政との連携、地域包括支援体制を強化し、超高齢社会に即した地域づくりを推進し
てまいります。

令和３年度 奈義町社会福祉協議会活動方針

令和３年度 奈義町社会福祉協議会予算
● 社会福祉事業会計（一般会計） (単位：円)

                  収　　　　　入 
           項　　目 金　　額
会費収入 3,700,000 
寄附金収入 1,900,000 
経常経費町補助金収入 39,350,000 
町受託金収入 23,630,000 
県受託金収入 676,000 
利用料収入 2,175,000 
居宅介護料収入 4,000,000
居宅介護支援介護料収入 1,300,000
共同募金配分金収入 890,000
日本財団助成金収入 17,000,000
受取利息配当金収入 11,000 
雑収入 20,000 
前期末支払資金残高 8,048,000 
収　入　合　計 102,700,000 

 支　　　　　出 
           項　　目 金　　額
法人運営事業費 13,650,000 
一般福祉事業費 9,359,000 
高齢者一般福祉事業費 3,900,000
介護予防施設管理運営事業費 18,400,000 
地域・包括支援事業費 19,610,000 
認知症総合支援事業費 3,500,000 
介護予防サービス計画事業費 1,300,000 
訪問介護事業費 7,404,000 
施設整備費 24,300,000 
その他の活動支出 380,000 
予備費 897,000 
 
支　出　合　計 102,700,000 

（単位：円）



社協理事・監事の
         異動について
理事・監事に異動がありましたので
ご紹介します。（敬称略）

■理　事
　新　任　岡部　英生　　退　任　岡　　親佐
■監　事
　新　任　岡　　親佐　　退　任　小阪　四郎

　令和２年10月から行われました「赤い羽根共同募金運動」では、皆様
からのご支援ご協力により、多くの募金が集まり無事終了しました。今年
度お寄せいただいた募金は、県共同募金会を通じて、来年度に配分され
地域福祉活動へ役立てられます。大変ありがとうございました。

令和２年度 募金実績額

1,041,229円
令和２年度 奈義町社協への配分額

910,000円

・戸別募金　・法人募金
・職域募金　・その他募金

・各地区地域福祉活動への助成　・町老人クラブ連合会活動への助成
・各種団体活動への助成　　　　・社協だよりの発行

赤い羽根共同募金運動へ
　ご協力ありがとうございました！

奈義町社会福祉協議会会費納入のお礼　
　令和２年度奈義町社会福祉協議会会費につき
ましては、一般会員・特別会員・賛助会員の皆様に
多くのあたたかいご支援をいただきありがとう
ございました。
　また、福祉委員の皆様には地区内での集金等、
お忙しい中大変お世話になりました。

　社協会費は、各地区で行われている地域福祉活
動、敬老会などの長寿万歳事業、子育て支援事業、
老人クラブなどの福祉活動団体への助成のため
の貴重な資金となっております。

　今後も、ささえあいのまちづくり、豊かなくら
しの実現のため、引き続き皆様のご理解ご協力を
いただきますようよろしくお願いいたします。

一般会費 2,499,000円
特別会費 1,155,000円
賛助会費 104,000円
合　　計 3,758,000円



　奈義町社会福祉協議会では、令和２年５月１日より訪問介護事業所を開設し、様々な方にご利用
いただいており、ご利用者の方からは自宅での生活を安心して送ることができているとお声をいた
だいております。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止、予防を徹底し、安心してご利用いた
だけるよう取り組んでおります。職員一同利用者様の気持ちに寄り添いながら安心した生活が送れ
るようサポートしていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　

笑顔で、要介護・要支援状態の方のお宅を訪問して
入浴介助・掃除・調理などのサービスを提供しています。

奈義町社会福祉協議会指定訪問介護
事業所を開設して１年になります！



　少子高齢化や核家族化がますます進行し、独居高齢者や要介護状態の高齢者が増加することで、
災害時や緊急時はもちろんのこと、日常生活のちょっとしたことで困っている人や消費者被害や詐欺に
あう人の増加が予測されます。逆に人口の減少でボランティアなどの支える側の世代は減少していきます。

　福祉委員を中心に、地区の各種委員と社協、地域
包括支援センターの専門職で地域の問題の早期発見、
連携支援、問題解決について話し合う場をつくり、安
心して暮らせる地域をめざします。

　そのため、日々の身近な生活の場である地区や隣近所の見守りや支援が重要になり
ます。地域住民の生活上の困りごとや福祉課題を話し合うことは、問題解決の近道に
なります。自分たちのこととして「気づき」「課題」を話し合う場が小地域ケア会議です。

　あなたの身近にも気になる高齢者や障害をお持ちの方はいませんか？社会福
祉協議会では、コロナウイルスの感染防止策を取りながら、各地区で「気になる会
議（小地域ケア会議）」を開催していく予定です。ご協力をお願いします。

住み慣れた地域で

最期まで安心して

暮らすを支える

福祉委員会で小地域ケア
会議と福祉委員の役割を
学びました

奈義町では、高齢化率が現在の３５％が３８％に。また、
７５歳以上である後期高齢者は1,084人から1,173人に
なると予測されています。

２０２５年（令和７年）国民の４人に１人が
75歳以上になり超・超高齢社会が訪れます。



　３月18日、奈義町文化センターでちょいワルじいさん作戦会議の
主催で「ちょいワルな同窓会」を開催しました。懐かしい小学校時代の
写真映像を見た後、各出身小学校
に分かれて思い出話に花を咲かせま
した。全員のお弁当を火鉢の周りで
温めたら漬物の匂いが立ち込めた話
は、どの小学校からもでていました。

　２月26日、保健相談センターで「地域サロン等運営
ボランティア研修会」を開催しました。特定非営利活
動法人  移動ネットおかやま  横山和廣さんに「高齢
者が元気で生活できる地域を持続するために」と題し
て、高齢者が地域サロンなどの場に参加して地域の人
と交流することが生きがいとなり、閉じこもりを防ぎ生
活を豊かなものにするとのお話を聞きました。これか
らも地域の役に立つ地域サロン活動を積極的に行う
ことで、自分自身も元気になろうと確認しあいました。

小学校の思い出を話したんじゃ！
ちょいワルな同窓会第２弾開催

地域サロン等運営ボランティア研修会を開催しました



皆んなでアイデアを
出し合い運営しています。
気軽に来てください！

第１回　奈義町の高齢者の状況
　　　　介護保険事業について
　　　　生活支援サービス事業の紹介
第２回　認知症の理解とかかわり方
第３回　高齢者の心と体と緊急時の対応
　　　　現役サポーターのミニアドバイス

開催日：毎月　第１金曜日　午後２時～３時30分
場　所：カフェ山桃（豊沢） 参加費：500円（飲物とお菓子）
内　容：医師・地域包括支援センター職員等のミニ講話
　　　　何でも話そう時間　オカリナの演奏もあります。
参加申込み先：奈義町地域包括支援センター
　　　　　　　☎３６－４１１９

① まずは見守る
② 余裕をもって対応する
③ 声をかけるときは一人で
④ 後ろから声をかけない
⑤ 相手に目線を合わせて、優しい口調で
⑥ 穏やかに、はっきりした話し方で
⑦ 相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

生活支援サポーター養成講座を開催しました
　２月24日、３月３日、10日、保健相談センターで「生活支援サポーター養成講座」を開催しました。
生活支援サポーターは、高齢者人口が増加する中で、介護保険サービスだけでは解決できない
「ゴミ出し」「部屋の片づけ」「窓ふき」「話し相手」などのちょっとした困りごとを支援する有償ボラン
ティアです。地域の役に立ちたいと10人の方が受講しました。

認知症にやさしい町づくり講座を開催しました
　３月16日、23日、保健相談センターで「認知症にやさしい町づくり講座」を開催しました。４人に１人が
認知症または、認知症予備軍と言われています。さらに、2025年（令和７年）には認知症患者だけでも700
万人を超えると予測されています。そんな身近な認知症について正しい知識と対応の仕方を学びました。

オレンジカフェ山桃（認知症カフェ）のお知らせ！
　認知症カフェは、認知症の人や家族、認知症に関心の
ある方が専門職と出会い、訪れた人すべてが認知症に
ついて考え情報を得たり交流を楽しむ集いの場です。

～認知症の方に出会った時の対応の具体的７つのポイント～
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社会福祉協議会へ
令和２年11月16日～令和３年３月15日

金一封
（敬称は省略させていただきました）

令和３年度　心配ごと相談開催日のお知らせ
　あわせて行政・悩みごと・教育相談が開催され、人権擁護委員・行政相談委員・
民生児童委員・教育相談員が皆様のご相談をお受けします。

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

●時　間　午前１０時～午後３時まで　　●場　所　奈義町文化センター

令和３年 ４月20日㈫　５月20日㈭　６月18日㈮　７月20日㈫　８月20日㈮
９月17日㈮　10月20日㈬　11月19日㈮　12月17日㈮

令和４年 １月20日㈭　２月18日㈮　３月18日㈮　

社会福祉事業（善意の基金として）社会福祉事業（善意の基金として）
　柿　・柴　田　　　守

米寿祝い返しとして米寿祝い返しとして
宮　内・内　藤　博　史

母の百寿祝い返しとして母の百寿祝い返しとして
豊　沢・松　原　克　美

社 会 福 祉 の た め に社 会 福 祉 の た め に
上町川・浅　野　克　巳
ドアツードア利用者の皆様

香 典 返 し と し て香 典 返 し と し て
久　常・今　井　光　男（亡父・喜六）
高　円・岡　　　知　之（亡父・久資）
豊　沢・鳥　越　清　子
（亡夫・祐　余理）
荒内西・井　戸　昭　一（亡母・満子）
　柿　・柴　田　　　正（亡妻・松代）
西　原・野々上　美智明（亡父　博之）
高　円・岸　本　正　三（亡母・史子）
皆　木・皆　木　康　良（亡父・亀一）
関　本・高　井　美恵子（亡夫・裕史）
高　円・山　本　昭　信（亡父・行衛）
高　円・寺　坂　優　子（亡父・鷲田覺）
津山市（上町川）・
　　　　岸　本　達　典（亡父・政貴）
豊　沢・森　藤　節　雄（亡母・美都子）
　柿　・江　見　竜　一（亡祖母・律枝）
荒内西・宇　多　　　猛（亡母・兆）
久　常・岡　　　瑞　穂（亡母・秀子）
中島東・鷹　取　新　二（亡父・雅士）

広　岡・粟　井　義　徳（亡母・三重）
荒内西・井　戸　美智夫（亡父・賢）
滝　本・植　月　清　光（亡妻・寿美子）
広　岡・中　尾　直　滋（亡母・ミエコ）
上町川・水　島　サカエ（亡夫・央夫）

お知らせ

ウオーキングプールから営業日変更のお知らせ

　長年、町から委託を受け、運行しておりました、
さと丸乗り合い交通・ドアツードア・通園バス事業
は４月１日から「ビジット奈義」が委託を受け運行し
ます。運転手詰所・予約電話は今までと同じです。

　利用されている多くの方からご意見を
いただき、さと丸乗り合い交通の営業日
（月～土曜日）に合わせ、４月１日から、
月曜日を営業　日曜日を休館 に変更し
ます。
　お間違いのないようご利用ください。
足腰の筋力を強化しましょう。

予約受付フリーダイヤル   ０１２０‒３１０‒５３１

※今年度から5年間、引き続き、社会福祉協議会が
　プールの指定管理を受けることとなりました。


